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飯田市の大学連携

考え方とこれまでの取組
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◆南信州・飯田フィールドスタディ

（H23年度実績）

☆APU立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学 13人
☆和歌山大学 －人
法政大学 63人（院生を含む）
東京大学 28人（院生を含む）
筑波大学 29人（院生を含む）
明治大学 19人
高崎経済大学 20人
東京農工大学 87人（院生を含む）
豊橋技術科学大学 25人（院生を含む）
名城大学 7人
関西大学 1人（院生を含む）
関西学院大学 47人
愛知大学 5人
神戸大学 49人
中央大学 15人
桜美林大学 1人
都留文科大学 1人

◆特殊講義（2単位）
東京大学 12人

◆インターンシップ
桜美林大学 1人
都留文科大学 1人

計 422人
（☆飯田市と友好交流協定等を締結）

南信州・飯田フィールドスタディ

○「ニッポンの日本(日本のｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ)」を考えるきっかけ。そうして、
日本の将来を担っていってほしい。
○国の制度等は、地方で機能しているか否か。地方圏のモデル的・
自立的な取組から、都市圏と地方圏の関係（国のありよう・国のカタ
チ）へと視野を広げてほしい。
○４年生大学を有しない飯田。多くの若い人たち、専門家・研究者
から意見・提言をいただき、地域経営に生かしていきたい。

飯田市のフィールドスタディにおける複数大学の共同講義

飯田を拠点に（大学との連携）

中学生と意見交換
Q 飯田のこと 好き？
Q 将来も飯田で暮らしたい？
Q どうやったら東大に入れるの？
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学生同士
の交流

教授同士
の交流

地方都市の実態と
先進的な取組みを知る

飯田を拠点とした

大学間連携の形成
さまざまな知見の融合

地域のキーマン
との交流

飯田市版インター大学

（イメージ）

高崎経済大学

名城大学
愛知大学
豊橋技科大学

日本福祉大学

立命館アジア
太平洋大学

法政大学
明治大学
東京農工大学

筑波大学
立教大学 等

信州大学

和歌山大学

交流

研究 共同

立命館大学
同志社大学

東京大学
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飯田市の

大学連携の考え方

産学公金 による

プラットホーム

シ
ン
ク
タ
ン
ク

地域と大学とのﾈｯﾄﾜｰｸ形成 関連
シンポジウム･講演会

地域と大学の交流促進

交流

共同
創出

実践
活用

発信
人材誘導

モデル
研究

飯田信金との協働

東京大学

新
連
携
組
織
の
設
立

飯田インター大学形成 関連
フィールドスタディ・インターンシップ等

地域の知識･財産を大学へ

法政大
ＡＰＵ

和歌山大
立命館大

高崎経済大
東京農工大

名城大
同志社大
関西大

豊橋技術科学大
愛知大

首都大東京
東京農業大
日本福祉大

筑波大
・
・

企

画

部

産業技術大学 関連

大学の知識･財産を地域へ

信州大工学部
明治大

東京理科大
高専

産
業
経
済
部 地域政策

地域金融政策

名古屋大学建設部 ラウンドアバウト社会実験

飯田女子短期大学
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体験教育旅行 ワーキング
ホリデー

大学ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ｽﾀﾃﾞｨ

JICA受
入 セカンド

スクール

人形劇
フェスタ

食農教育

南信州が培ってきた気風と風土

天龍峡
百年再生

霜月祭り

環
境
文
化
都
市

定
住
自
立
圏
構
想

地育力

往来・交流
から定住

へ

常に成長する南信州学びの樹
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地育力とは
飯田の資源を活かして、飯田の価値と独自性に自信と誇りを持つ人を育む力
【地育力＝地域の資源（自然、文化、歴史、産業等）×地域の人材】

伊那谷学の担い手育成

研究機関ネットワーク

ふるさと学習 キャリア教育

体 験

ふるさと意識　　自己肯定感　　地域貢献意欲

生きる力を育む

主体的に人生を切
り拓く力を養う

飯田を知る

地育力

地育力地育力

地育力
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～飯田長姫高校（＋松本大・飯田市） 地域人教育をモデルに～

ふるさと飯田で誇りを持って生きるための人生をつくる

長姫高校
地域人教育で
サポート

・松本大学
・飯田市

による授業応援

飯田市
フィールドスタディ

松本大学
飯田市

知のネットワーク

小・中学校時代

「こどもお仕事
探検隊」

「こどもあきん
ど塾」
に参加

地域人教育による
・地域を学ぶ

・地域に根付いた
仕事を考える

⇒そのための自分の
人生をデザインする

就職

高校時代

○松本大学で学ぶ
・地域に支えられ、貢
献する、地域密着型

の教育
○他大学で学ぶ

フィールドスタディで
地域や人とつながる
⇒Uターンの素地を

つくる

○飯田で働く
○飯田で活躍する

・小さな世界都市
・高付加価値都市圏
をつくる中核となる

大学時代
社会人時代

進学
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飯田市の大学連携

今後の方向性
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リニア中央新幹線飯田駅を見据えたまちづくりの方向性

対内的

対外的

飯 田 ・ 下 伊 那 地 域

リ ニ ア
飯 田 駅

東 京名 古 屋

守るべきもの

備えるべきもの
多様な主体

グローバル化
↓

小さな世界都市

地域ブランドの確立
↓

高付加価値都市圏

三遠南信地域 北の玄関口

アクセス向上

内外に対して
情報発信

長野県の南の玄関口

世
界

世
界
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飯田大学連携会議 「学輪IIDA」
○平成23年1月、飯田と関係を深めてきた大学・研究者等で設立。現在20大学約60名の研究者等が参画。
○コンセプトは、21世紀型の新しいアカデミーの機能や場づくり。
○学輪IIDAの取組を通じて、研究者同士が相互に知り合い親交を
深めつつモデル的な研究や取組を地域とともに行っていく。

教育界 産業界

行 政

住 民

学習

シンク
タンク

大学 大学

大学

大学

大学

大学
モデル事業

交流 研究

知
見

専門的な
知見の
融合

飯田を起点に相互につながる

有機的なネットワークの形成

学輪IIDA

～学輪IIDAの取組～

☆学輪IIDA全体会

☆プロジェクト活動

○飯田工業高校後利用

○共通カリキュラム構築（2単位）

○論文等の格付け・発信

○国際化の取組

○産業創出

プロジェクト

大学

学術研究都市
21世紀型の大学機能を追求

リニア将来ビジョン
小さな世界都市 高付加価値都市圏

守るべきもの
備えるべきもの 多様な主体

11



12

～ 信州大学との共同事業 ～
ものづくり高度人材育成「社会人大学院コース」の実施

「モバイル制御機器技術者育成コース （飯田コース）」

～ 飯田市の「ものづくり人材育成」における最も高度な人材育成プログラム ～
○信州大学工学部の協力による講義とシミュレーションを重視した実践的教育

○「精密機器制御・高効率生産システム分野」および「移動体の制御すなわちモバイル制御に関す
る分野」を指向している。

【２００９年】 ３月 ２名
【２０１０年】 ３月 ３名
【２０１０年】 ９月 ２名
【２０１１年】 ３月 ２名
【２０１１年】 ９月 ２名
【２０１２年】 ３月 ２名

合計１３名

修士課程 修了者

信大衛星の開発に
飯田地域の企業も
参加し、産学官連
携による研究開発
を推進しています。

可視光通信実験衛星

大学連携の

取組事例
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デジタルプラネタリウム 地域の特徴的な資源

平成23年3月に導入
（約８,000万円）
和歌山大学との共同
プロジェクトによる活
用研究

文化・教育的活用
のみならず、飯田市
美術博物館の観光的
活用への試み

５～１０分の作品として上映

～和歌山大学との共同プロジェクト～
飯田市美術博物館のデジタルプラネタリウムの新たな試み

大学連携の

取組事例
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大学連携の

取組事例

～立命館大学による調査研究及び発信～
東日本大震災被災者に対する支援策の提言

立命館大学が、東日本大震災被災者を受け入れ
た飯田市及び南信州広域連合の取組について
調査。きめ細やかな対応ができる「地域分散型の
支援システム」の有効性について提言書をまとめ、
国をはじめ関係機関等に対し提言。

立命館大学報告書
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～東京大学との共同プロジェクト～
人生リバイバル・プログラムの実施

大学連携の

取組事例

飯田市が実施している体験教育(修学)旅
行や大学フィールドスタディなどの実績・ノ
ウハウに、東京大学が持つ臨床心理学
等の専門性を組み合わせた、人生リバイ
バル・プログラムの実施。
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大学連携の

取組事例

～名古屋大学（国際交通安全学会）との共同事業～
ラウンドアバウトの社会実験

ラウンドアバウトは国内ではごく稀にしかなく、実道における実証実験が不足している。
飯田市は、市内吾妻町ロータリーをフィールドに、名古屋大学（国際交通安全学会）や
地域住民と共同で、歩行者等の安全対策についての社会実験を実施。

実験前

ラウンドアバウトの特徴

・交差点を直進的に通過で
きないため、速度が低下し
事故を軽減

・交差点内は1通のため、
安全確認は基本的に右側
のみ

・一定の交通量までは信号
交差点よりも待ち時間が短
い

・信号機が不要なため、環
境に優しく、信号停電時に
も機能する

実験後
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～学輪IIDA 全体会・プロジェクト活動～
複数大学の共同による検討・研究活動

大学連携の

取組事例

共通カリキュラム構築等に向けたPJ会議

飯田工業高校後利用PJの視察研修
学輪IIDA全体会の様子

動き出したプロジェクト

○平成23年1月、飯田と関係を深めてきた大学・研究者
等で設立。現在20大学約60名の研究者等が参画。
○コンセプトは、21世紀型の新しいアカデミーの機能や
場づくり。

○具体的な取組

※学輪IIDA全体会

※プロジェクト活動

○飯田工業高校後利用 ○ 共通カリキュラム構築

○ 論文等の格付け・発信 ○国際化の取組 ○産業創出
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南信州飯田
フィールドスタディ

吸引力ＵＰ

３泊４日
飯田を学ぶ

卒業論文

インターンシップ

調査・分析

豊橋技科大
サテライト･ラボ

飯田市の大学連携

学輪IIDAの今後の方向性
～飯田インター大学を目指して～

院生等
インターンシップ

企業人
研究者

飯工高後利用

産学官
共同プロジェクト

地域との
共同学習等

産学官
共同研究等

研究者・企業人・学生等の

往来増加

発信力
ＵＰ

飯田版
ダボス会議

「学術研究都市」
21世紀型の
大学機能を追求

拠点性ＵＰ

中高
一貫高 リニア

飯田駅

2027

2013(H25).04
飯田統合新高 開校

飯田大学連携会議

「学輪IIDA」

2010(H22).10

小さな世界都市

高付加価値都市圏

2008(H20)

2011(H23).01

認知度
ＵＰ 飯田ファンの創

出

修士論文
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飯田インター大学（イメージ）

○○教授
研究室

交流スペース
交流サロン

飯
田
イ
ン
タ
ー
大
学

業界団体

企 業企 業○○教授
研究室

豊橋技術科学大学
飯田ラボ

○○大学
研究室

○○大学
研究室

○○大学
研究室

○○教授
研究室

大学
連携組織

講堂 会議室

市町村 地元各学校 地元産業界 住 民

大学大学

教授教授

大学

教授

フィールドスタディ

共同研究

大学大学

教授教授

大学

教授
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長野県飯田工業高等学校（現況）

写真提供 ： 長野県教育委員会

2010(H22).10

豊橋技術科学大学
飯田サテライトラボ 開設

2013(H25).04
飯田統合新校化につき、
飯田長姫高校 校地に移転統合。

後利用を検討している。
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